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決のためのパートナーとして位置付けるように
なっていた。
　かくして、ベーカー国務長官は「2＋4」を
売り込むために、コール西独首相はドイツ統一
へのソ連の容認を取り付けるために、NATOの
将来やドイツ駐留米軍の在り方までも交渉の材
料にするようになる。これが、90年2月9日の
「NATOの管轄範囲は1インチも東側に拡大し
ない」とのベーカー発言や、2月10日の独ソ首
脳会議におけるコール発言につながってゆく。
　このような動きを制御するために、90年2月
後半に入るとブッシュ大統領は、一方でNATO
の重要性を強調しつつ、他方で、ドイツ統一交
渉への関与を深めるようになる。しかし、ドイ
ツ統一交渉の関与を深めれば深めるほど、「同
盟運営と対ソ交渉とのジレンマ」と「対ソ警戒
とゴルバチョフ政権延命期待とのジレンマ」も
再びブッシュ政権を拘束するようになったので
ある。
おわりに
　本論文の「上」、「下」、つまり、第1章から
第4章を通じて論じたことは、主に次の四点で
ある。なお、各項目の末尾のカッコ内は、その
項目を主に論じた章を示している。
　第一に、1989年1月のブッシュ政権発足直後
から同政権の中枢に路線対立があり、この対立
構図と争点は、1990年のドイツ統一交渉まで
ほぼ一貫していた（第3章）。
　つまり、1990年2月のドイツ統一交渉に関し
て、既存研究の指摘しているブッシュ政権内の
意見対立はベルリンの壁崩壊を契機として出現
したのではなく、その前からブッシュ政権中枢
に存在していた対立との連続性があった（第1
章、第4章）。
　第二に、この対立は、国務省とNSCとの二
つの官僚組織間のありふれた縄張り争いという
性質のものではなかった。対立の根源は、ベー
カー国務長官とスコウクロフト大統領補佐官と
の間における、対ソ・対ヨーロッパ戦略観、国
際情勢認識、そして国内政治上の人脈の相違に
あった（第2章、第3章）。
　第三に、それゆえ、西独連立政権内の権力闘
争にアメリカ側が巻き込まれる形でドイツ統一
交渉に関する「二元外交」が起こったのではな
く、そもそも「二元外交」の根因はブッシュ政
権中枢の路線対立にあった（第2章）。
　また、やや傍論だが、ドイツ統一交渉でアメ
リカの方針が揺らいだ原因について、ブッシュ
政権関係者が「ゲンシャー悪玉説」を主張する
背景には、1989年のSNF近代化問題に遡るゲ
ンシャーとアメリカとの角逐が存在していたわ
けである（第3章）。
　第四に、ブッシュ政権中枢の路線対立が長期
化した理由として、次の三点を指摘できる。
　一点目として、対ヨーロッパ政策と対ソ政策
の接続のさせ方について、アメリカは三つの深
刻なジレンマを抱えていた（第3章）。
　二点目として、情勢展開に伴ってブッシュ大
統領の方針が揺れ動くようになった。それは、
ブッシュが米ソ首脳会議の開催を決断した89
年7月頃から顕著になる（第4章）。
　そして三点目として、ブッシュは、自らの方
針が揺れ動いていることを政権中枢に対して論
理的に説得する作業を怠っており、結果的に政
権内の意思を統率する努力をスコウクロフト補
佐官にほぼ丸投げしていた（第3章、第4章）。
　本論文は第1章で、ドイツ統一交渉でアメリ
カ側の姿勢が揺れ動いていた理由について、「ア
メリカ政府中枢の路線対立説」を主張した。こ
の仮説は、上述の第一から第三までの論旨をふ
まえれば妥当なものであると判断できる。
　なお、第四の論点として指摘した、ブッシュ
政権中枢の路線対立が長期化した三つの理由は、
実証作業の中で気づいたことである。今後、ブッ
シュ政権の外交政策や冷戦終結過程について議
論するうえで、この解釈は一定の貢献をなすと
判断したので、あえて記しておいた。（完）
